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外周380ｍの各階に設置した「ひさし」はステンレスHL仕上とし、街の様子を刻々と映し出す印象的なデザインを実現。
「のれん」において、ラグジュアリーブランドのデザイナーと協働し、ブランドの世界観を表現したデザインを実現。

銀座街づくり会議と連携した設計から建設のプロセス。オフィス・商業施設に加え、文化施設として能楽堂を誘致、計画。全館にわたり、森美術館の協力によるアートワークを展示。
外装においてユニットCW・PC版の採用による合理化、地上・地下を同時施工する逆打ち工法の採用による工期短縮。

屋上庭園には2000㎡の規模の緑地を整備し、憩いのスペースを生み出すとともに、環境負荷低減を図った。オフィス階中央にライトウェルを設け、共用部に自然採光を実現し、快適性とともにラニングコストの低減を図った。
太陽光発電パネル（20kW)の設置。B3Fの能楽堂では、渋谷区松濤から能舞台を移設再利用。
街の課題である違法駐輪・違法駐車を緩和するため、三原通りに公共地下駐輪場と観光バス乗降所を整備。三原通りと交詢社通り・みゆき通りの交差点にはシンボルツリーやベンチを整備して街の憩いのスペースを創出。
オフィス・店舗利用者・観光客などの高齢者や障碍者を含む幅広いユーザーに対し、分かり易い動線を計画。総合案内サインでは、日中英の3ヶ国語の表示を行いユニバーサル性に配慮。

紙枠製フィルター採用によりメンテナンス性に配慮。

都内最大級のフロア専有面積約6140㎡、奥行き21ｍのフレキシビリティの高いメガフロアオフィスの実現。

「銀座パサージュ」「南北敷地内通路」「三原テラス」「あづま通り地下通路」など都市レベルでの歩行者の回遊性を強化。
「南北敷地内通路」では、廃道前のあづま通りの通行機能を、歩車分離して安全性を高めながら残した。ハムカムダンパー・座屈拘束ブレースによる制震構造。デュアルフューエル型ガスタービン発電機、3000人規模の帰宅困難者受入れ施設などの高いBCP性能。
56ｍの高さ制限の中で13層を実現する「KMF梁」（2時間耐火大臣認定の複合耐火構造）と「空調ダクト兼用加圧防排煙設備」（H29年優良消防用設備等消防庁長官賞受賞）による低階高・高天井の技術。

地上56ｍの屋上に、江戸の庭園文化を引き継ぐ木立と、西洋の広場文化を引き継ぐ芝生と水盤を中心とした4000㎡の屋上庭園を実現。
2街区を統合した大規模複合建築の外観の統一感と象徴性を生み出すとともに、街に対して賑わいと路地のスケール感を演出する、「ひさし」と「のれん」のデザインシステム。
間口の小さい店舗が並ぶヒューマンスケールで賑わいのある銀座の街並みと調和する「のれん」によるファサードデザイン。「照明デザインガイドライン」をテナント向けに策定、グレアや輝度に留意しつつ全体の調和も考慮したファサード照明計画。
店舗の企画に合わせて、可変性・更新性のある「のれん」によるデザインシステム。「ひさし」と「のれん」によるデザインシステムを実現・維持するために、店舗側のデザイナー向けに「のれん設計施工基準」を設計者が策定。
各店舗の個性とともに統一感も表現したファサードデザインを実現。

建物全体でのPAL削減率29.3％ 段階3、ERR段階3を実現。高効率地域冷暖房施設の導入し、対自己熱源比で約194ｔCO₂/年削減。
大温度差空調の採用による搬送動力（ポンプ・ファン）の低減（オフィスフロアでは、低温冷風吹き出しも採用）。また、オフィス空調機にはIPMモーターを採用し、ファン動力を削減した。

外装の「ひさし」には耐久性と軽量化に配慮してステンレス積層複合版を採用。不特定多人数が使用する商業施設全般で床材には石材やタイルを採用。
BEMSを活用した効率的な運用管理。地下駐車場・スロープ・南北敷地内通路では、総務省大臣認定（消防ルートC）の取得により、NF消火システムを採用し、LCCの低減を図った。

オフィスフロア中央にライトウェルを設け、共用部に自然採光を実現し、快適性とともにラニングコストの低減を図った。
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銀座の地下道ネットワークを拡充する「あづま通り地下通路」「南北敷地内通路」は歩車分離して安全性を高め、賑わいも強化「三原テラス」と1階の「観光バス乗降所」、三原通りの交差点にはランドマークツリーを配置 水と緑のストリートパーク「三原テラス」

中央通りと三原通りをつなぐ「銀座パサージュ」旧あづま通りの通行機能を残した「南北敷地内通路」

歩行者ネットワークイメージ

： プラント ： 地冷供給エリア ： 供給施設

配置図（S=1/1,600） 銀座の街に浮かぶ豊かな緑の木立

芝生と水盤の2つの広場を中心に、四季の移ろいを感じる木立を南北に配した「GINZA SIX GARDEN」水流を止め、屋外イベントスペースとなるフレキシビリティを備えた中央広場　－薪能－

緩やかに流れる水膜が人々を誘い、広場の風景を創り出す緑陰の憩いのスペース「モミジの木立」東京の街を360度眺めることができる「回遊のみち」

心身のリラクゼーションを誘う芝生広場　－ヨガスタジオ－
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GINZA SIX

銀座5・6丁目地区

－銀座の新しいランドマークをめざして－

GINZA SIX は、主に旗艦店からなる商業施設をはじめ、都内最大級のフロア
プレートを持つオフィス、文化施設としての観世能楽堂、そして地域冷暖房施
設や大規模駐車場からなる都市型大規模複合施設であり、銀座への更なる
来街者の呼び込みを促し、新しいランドマークとなることをめざした。

GINZA SIX is a large-scale urban complex featuring commercial facilities, offices 
boasting one of the largest floor plates in Tokyo; the Kanze School Noh Theater; 
a district heating and cooling system; and a large parking garage. One of the 
objectives of the project was to further bolster the number of visitors to the 
Ginza area, and take on the mantle of a new landmark.

銀座にこれまでなかった憩いのスペースの創出
地上56ｍの屋上に、4,000㎡の広さに2,000㎡の緑地をもつ都市型庭園
「GINZA SIX GARDEN」を設け、銀座に希少な憩いのスペースを創出した。

銀座は明治期に日本（東洋）と西洋が最初に交錯した街である。その表れとして、
季節感の演出を重んじる江戸の庭園文化を引継ぐサクラとモミジの木立を南北
に配し、その間に西洋の広場文化を引継ぐ芝生と水盤の広場を並置した。さらに、
外周に東京の街を360度見渡せる「回遊のみち」を設けた。

中央の水盤はわずか5ｍｍの厚みに抑えた水幕が緩やかに流れ、涼感ある音と
水面の反射が広場に動きをもたらし、水との触れ合いを促すことを意図した。

また、水流を止めることで、芝生広場と合わせて約700㎡の屋外イベントスペース
となり、商業店舗などと連携した様々なイベントに活用され、来街者の憩いの場で
あるとともに賑わいの発信も行われている。

銀座の新しい人の流れを創出
巨大な建築のスケール感を活かしながらも、銀座特有の路地空間による人の流れ
が途絶えないように、建物を貫通する「南北敷地内通路」、中央通りと三原通りを
つなぐ「銀座パサージュ」、三原通りのバス乗降所上部に「三原テラス」、さらに
地下鉄銀座駅に繋がる「あづま通り地下通路」を設け、歩行者ネットワークを
拡充した。

高効率地域冷暖房ネットワーク
GINZA SIX の地下6階に、銀座5・6丁目地区熱供給センター
の第2プラントを設置。
GINZA SIX に熱供給を行う他、既存第１プラントと熱融通を
行い、地下鉄駅舎、周辺建物に熱供給している。

対自己熱源比で約194t CO₂/年削減。
熱源構成は電気主体の蓄熱式ヒートポンプシステムを採用。
（冷水専用のターボ冷凍機に熱回収型ターボ冷凍機と加熱
塔型水冷ヒートポンプチラーの組合せ。蓄熱槽容量：約
6,000㎥）

第17回環境・設備デザイン賞　Ⅲ. 都市・ランドスケープ部門
谷口吉生・KAJIMA DESIGN・プレイスメディア・LPA・森ビル
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